
ʬ取組指標ʭ ʬ取組指標ʭ ʬ家庭・地域の取組指標ʭ

○授業者は、単元の学びを見える化し
た「学習カード」を毎時間、授業時に活
用する。
○授業者は課題解決の過程で学び合
いやグループ学習を設定する。

○学習カードに適宜振り返り活動やドリルの
活用を位置づける。
○学習カードに単元テストを位置付け解説
後にチェック問題を解かせる。
○明確な指示ができたか単元ごとに振り返
る。授業観察の観点とする。

(家庭)
○学期に２回以上HPや授業参観で子ども
の学びの様子や学習成果をそれを生かして
子どもと会話する。
○睡眠時間確保のためにゲーム・SNS・メ
ディア等との適切な向き合い方について子
どもに指導し、学期１回の懇談会で情報交
換をする。
(地域)
○学校訪問(授業参観)を学期に1回以上行
い、成果と課題について学校と共有する。
○学校の要請に応じて、の「郷土学」の取組
に積極的に協力し、人材を確保する。

ʬ検証指標ʭ ʬ検証指標ʭ

・単元テスト・定期テスト等で低学力層（３０点未満）１５％以下
・生徒の論理的な思考力や表現力を問う問題の正答率が７０％以上
・授業評価アンケートで「授業の内容に興味・関心がもてる」に肯定的回答の割合、９０％以上

今後の

具体的

な取組

【授業改善】 【家庭・地域との協働】
ʬ授業改善のテーマ・重点ʭ

（授業改善テーマ）

　論理的な思考力と豊かな表現力の育成
（授業改善の重点）

　○「学習カード」を活用した課題解決的な単元展開
　

ʬ取組内容ʭ ʬ取組内容ʭ ʬ家庭・地域の取組内容ʭ

学習カードを活用した課題解決的な単
元構想

○生徒の論理的な思考力や表現力を
問う問題の正答率が７０％以上
○授業評価アンケートで「授業の内容
に興味・関心がもてる」に肯定的回答の
割合90％以上

○単元、定期テスト等で低学力層（30点
未満）15％以下

【授業改善以外の学力向上の取組】

○スマイルタイムや軸になる活動「合唱」、各行事の取組を通して、学び合い高め合える学習集団の基礎を育てる
○読書活動の推進…スマイルタイム等での一斉読書。図書部によるPOPコンテスト。週末課題の新聞コラムの視写。
○知識・技能の定着を図る全校STUDY UP　○7年・８年　「やればできる！大作戦」・・・自学ノートの取組強化
○全員で入試対策学習に向かう意欲を持たせ、家庭学習の定着を図る（９年「やるぞ！みんなで「大作戦」）
○短学活で前日の家庭学習の反省を踏まえて計画を立てさせる。〇家庭学習の仕方についての学習集会の実施

・知識・技能の確実な定着のためのドリ
ルの活用や振り返り活動の充実
・指導者の簡潔で明確な指示

(家庭)
○学校の取組や子どもの学習成果の確認
○家庭教育力UP５ヵ条の徹底
(地域)
○授業参観○「郷土学」の支援

学力に関する達成指標

学力状況について 学習状況について

児童

生徒

の

課題

   《各種学力調査の分析結果から明らかになった課題》   《各種学力調査の分析結果から明らかになった課題》
・８年生は、全教科とも二極化が見られる。低学力層の底上げを図
る必要がある。知識・技能の平均正答率は、国語、英語は目標値と
ほぼ同レベルだが、社会、数学、理科の思考・判断・表現は目標値
との差が大きい。更に主体的に取り組む態度が英語以外目標値を
下回っている。
・９年生は国語、数学、ともに全ての観点で目標値を大きく上回っ
ている。低学力層への個別の支援を充実させたい。

・学力の定着に課題のある8年生も、教科の勉強に対する愛好度は、
社会科を除き、いずれも県平均を20ポイント以上上回っている。ま
た、授業が分かると回答した生徒の割合も社会を除き、県平均を上
回っている。意欲的に取り組もうとする姿は見られるが結果に結びつ
いていない。
・8年生は9年生に比べて家庭学習の時間が少ない。
・読書量は少なくないが、内容に偏りが見られる。

これまでの学力向上の取組に対する児童生徒の状況(授業及び授業以外の側面から）
・論理的な思考力や表現力を問う問題の正答率は、７年６２％、８年４７％、９年５８％で学年間の差が大きい。
・低学力層（正答率３０％以下）が、７年９％、８年１１％、９年５％いる。きめ細かな個別指導が必要。
・計画的に家庭学習を進めている生徒の割合は、生徒アンケートでは７７.１％、教師アンケートでは５２．３％であり、生徒・教師間で、目
指す家庭学習の姿に差がある。

指導

の

状況

１．  組織的な授業改善の取組状況
・各教科単元指導計画（学習カード）を作成し、生徒と共有することの実施率は、１００％であり、質の向上を図りたい。
・教員はめあてや課題を常に提示しているが、8年生には意識されていない面があり、提示の工夫が必要。
・生徒が自分の考えを表現できる場を設定して、授業改善に取り組んでいる。
・授業内容に興味・関心がもてると回答した生徒の割合は9１．6％

２ ．その他の学力向上に向けた指導の取組状況
・短学活で、家庭学習の計画を立てることに取り組んでいるが、時間を確保ができないことがあった。
・生徒会学習部が運営する「スタディ・アップ」の内容を改善するなどの助言や支援を行った。
・家庭と連携し、２１時以降のネット・ゲーム禁止の呼びかけをおこなっているが、個別の働きかけが必要。

【別紙様式２】
豊後大野市立緒方中学校　学力向上プラン(８月）

 学校教育目標 自他を尊重し、論理的な思考力と豊かな表現力で、粘り強く課題解決を図る生徒の育成

育成を目指す

資質・能力
論理的な思考力と豊かな表現力・共生力・郷土愛


